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本
校
第
73
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
、
三
月
二
日
、
午
前
十

時
よ
り
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ

る
。

　

卒
業
証
書
授
与
式
に
総
代

と
し
て
証
書
を
受
け
る
の
は
中

田
あ
か
り
さ
ん（
33
Ｈ
）、
答
辞

は
長
谷
川
衛
君（
31
Ｈ
）
が
務

め
る
。
ま
た
本
日
の
同
窓
会
入

会
式
で
は
長
谷
川
賢
君（
32
Ｈ
）

が
記
念
品
を
受
領
、
佐
野
穂

奈
美
さ
ん（
33
Ｈ
）
が
八
尾
高

校
同
窓
会
に
入
会
で
き
る
喜

び
を
謝
辞
と
し
て
述
べ
る
。

　

校
外
賞
受
賞
者
は
左
記
の

と
お
り
。

◎
普
通
科
総
代　

中
田
あ
か
り
さ
ん
（
33
Ｈ
）

　

八
尾
高
校
に
入
学
し
て
か

ら
、
早
く
も
三
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
日
々
を
思

い
返
す
と
た
く
さ
ん
の
楽
し
い

思
い
出
が
蘇
り
、
こ
の
三
年
間

は
本
当
に
充
実
し
た
も
の
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
行
事
は
も
ち

ろ
ん
、
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
生
徒
会
活
動
、
真
剣

に
問
題
を
解
い
た
授
業
時
間
、

く
だ
ら
な
い
話
を
し
て
友
達
と

笑
い
合
っ
た
休
み
時
間
や
放
課

後
、
ど
の
瞬
間
も
か
け
が
え
の

な
い
青
春
の
思
い
出
に
な
り
ま

総
代
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
、こ
の
上
な
い
光
栄
で
す
。

卒
業
生
を
代
表
し
感
謝
い
た

し
ま
す
。

◎
卒
業
生
代
表
答
辞

長
谷
川　

衛
君
（
31
Ｈ
）

　

八
尾
高
校
で
は
か
け
が
え

の
な
い
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
部

活
動
や
勉
強
で
た
く
さ
ん
の

指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
の
お
か
げ
で
身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
毎
日
切
磋
琢

磨
し
、
技
術
を
高
め
合
っ
た
仲

間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の

卒業生集合

大縄飛び大会（３年次） 遠足（２年次）

　

来
る
三
月
二
日
、
本
校
第
一
体
育
館
に
て
第
73
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
る
。
未
曾
有
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
学
業
や
学
校
行
事
、
部
活
動
に
様
々
な
制
約
が
課
さ
れ
た

年
で
あ
っ
た
が
、卒
業
生
は
学
業
や
部
活
動
に
不
断
の
努
力
を
払
い
、本
校
の
伝
統
に
新
た
な
一
ペ
ー

ジ
を
刻
ん
だ
。
明
日
、
本
校
で
学
ん
だ
誇
り
を
胸
に
、
輝
く
未
来
に
向
け
て
学
び
舎
を
巣
立
つ
。

　第
73
回 

卒
業
証
書
授
与
式

高
啼
く
理
想
　道
を
拓
か
ん

　第
73
回 

卒
業
証
書
授
与
式

― 

代
表
生
徒
喜
び
の
声 

―

校外賞受賞者
高体連　一般表彰	 田口　柊陽（32 Ｈ）

松下　侑磨（32 Ｈ）
高文連　文化連盟賞	 吹 奏 楽 部　  　　

谷口　夕珠（34 Ｈ）
高文連　文化連盟特別賞	 中田あかり（33 Ｈ）
	 中邑　早希（34 Ｈ）
全国高体連ボート専門部　優秀選手表彰

福田　風侍（34 Ｈ）
下田　羽音（34 Ｈ）

全国福祉高等学校長会理事長賞
杉林　愛成（34 Ｈ）

全国高等学校家庭クラブ連盟家庭クラブ員功労者	 	
	 西田　朱里（34 Ｈ）
富山県高等学校図書館協議会賞

山崎　柊馬（32 Ｈ）
篠川　勇太（31 Ｈ）

▼
昨
年
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
が
世

間
に
大
き
な

影
響
を
与
え

た
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
ち
、
マ
ス
ク
着
用
の
生

活
様
式
が
当
た
り
前
と
な
っ

た
。
▼
二
○
二
○
年
四
月
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」
後
は
、
不

要
不
急
の
外
出
を
避
け
る
よ

う
促
さ
れ
、
学
校
も
約
三
ヶ

月
休
校
と
な
る
異
例
の
事
態

と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
コ
ロ

ナ
に
対
し
て
の
不
安
や
疲
れ
、

普
段
と
は
違
う
生
活
を
送
る

こ
と
で
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け

入
れ
る
医
療
現
場
は
ひ
っ
迫

し
、
失
業
者
も
増
加
し
た
。

一
方
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
、
家
で

過
ご
す
時
間
が
で
き
た
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
新
し
い
生
活

様
式
も
定
着
し
て
き
て
い
る
。

家
族
と
の
会
話
が
増
え
た
り
、

自
分
磨
き
の
時
間
が
増
え
た

り
し
た
の
で
は
な
い
か
。
家

族
と
の
「
時
間
」、
仕
事
や
勉

強
、
趣
味
に
費
や
す
「
時
間
」

な
ど
、「
時
間
」
と
の
向
き

合
い
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

▼
二
○
二
一
年
に
な
り
、
一
日

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
徐
々
に

減
っ
て
き
た
が
、
長
引
く
感

染
症
対
策
疲
れ
か
、
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
危
機
感
が
薄
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
他

国
で
は
、
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
ん
で
い
る
国
が
あ
り
、

日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
未
だ
毎
日
の
ニ
ュ
ー

ス
で
「
コ
ロ
ナ
」
と
聞
か
な
い

日
は
な
い
が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
コ
ロ
ナ
終
息
に
大
き

く
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

雲雀高啼く　上野が丘に
きょう154名　晴れの巣立ち

雲雀高啼く　上野が丘に
きょう154名　晴れの巣立ち

　

十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

に
長
野
県
下
諏
訪
ボ
ー
ト
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
第
34
回
中
部

高
等
学
校
選
抜
競
漕
大
会
で

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し

た
村
上
泰
雅
君
（
21
Ｈ
）、
塚

本
陽
太
君
（
23
Ｈ
）
が
優
勝
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し

た
藤
田
蘭
さ
ん
（
24
Ｈ
）、
藤

谷
愛
華
さ
ん
（
24
Ｈ
）
が
第
二

位
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に

出
場
し
た
桐
山
希
さ
ん（
22
Ｈ
）

が
第
三
位
を
獲
得
し
、
第
32

回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー

ト
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

第
32
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会
は
三
月
二
十
六

日
か
ら
静
岡
県
浜
松
市
天
竜

ボ
ー
ト
場
で
行
わ
れ
る
。

ボ
ー
ト
部

全
国
高
等
学
校

選
抜
大
会
へ

ボ
ー
ト
部

全
国
高
等
学
校

選
抜
大
会
へボート部

村上君・塚本君

　

六
月
二
十
七
日
に
本
校
高

啼
館
前
に
お
い
て
郷
土
芸
能

部
三
年
生
引
退
公
演
が
行
わ

れ
た
。
部
員
の
家
族
と
越
中

お
わ
ら
保
存
会
の
先
生
を
招

待
し
、
今
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
た
。

谷
口　

夕
珠
さ
ん（
34
Ｈ
）

コ
メ
ン
ト

　

郷
土
芸
能
部
は
六
月

二
十
七
日
に
引
退
公
演
を
行
い

ま
し
た
。
短
い
練
習
期
間
の
中

で
舞
台
の
構
成
、
設
営
、
踊

り
や
地
方
の
練
習
な
ど
一
か
ら

準
備
を
進
め
て
い
く
の
は
大
変

で
し
た
が
、
部
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
日
は

多
く
の
保
護
者
の
方
々
に
私
た

ち
の
成
長
し
た
姿
を
見
て
も

ら
い
、
温
か
い
拍
手
を
も
ら
え

た
こ
と
が
嬉
し
く
、
忘
れ
ら
れ

な
い
公
演
に
な
り
ま
し
た
。
引

退
公
演
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
わ
ら
保
存
会
の
先
生

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

し
た
。
時
に
は
悩
み
、
落
ち
込

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
時
に
い
つ
も
支
え
て
く
れ

た
の
は
周
り
の
友
達
や
先
生

方
で
し
た
。
真
剣
に
話
を
聞
い

て
く
れ
て
、
励
ま
し
、「
大
丈

夫
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
笑

顔
に
、
何
度
も
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
私
が
こ
の
三
年
間
を
、

自
信
を
持
っ
て「
楽
し
か
っ
た
」

と
言
え
る
の
は
、
周
り
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
三
年
間
導
い

て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
地
域
の

皆
様
、
と
も
に
過
ご
し
た
仲

間
、
す
べ
て
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

良
い
出
会
い
が
あ
っ
た
の
も
、

こ
の
八
尾
高
校
に
入
学
し
た

か
ら
で
す
。
先
生
方
や
仲
間
、

家
族
、
そ
し
て
今
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
は

い
く
ら
感
謝
し
て
も
感
謝
し

き
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
大
雪
な
ど
様
々
な

困
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
全
員
で
卒
業
が
で
き
る

こ
と
に
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
答
辞
を
述
べ
る
と
い
う

栄
誉
あ
る
大
役
を
任
さ
れ
て

緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
と
、
こ
の
八
尾
高

校
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
表
現

で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
、
答
辞

を
述
べ
ま
す
。

ドライブスルー方式による
課題受け渡し

間隔に配慮した大教室でのＨＲ

　

こ
の
一
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
予

定
さ
れ
て
い
た
学
校
行
事
や

部
活
動
の
大
会
は
中
止
や
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。　

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
よ
り
多

く
の
学
び
の
機
会
や
親
睦
を

深
め
る
機
会
、
自
分
の
力
量

を
計
る
機
会
が
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
そ
の
機
会
の
多
く
を
失

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
年
が
明
け
て
一
月
七

日
（
木
）
か
ら
降
り
続
い
た
雪

は
、
九
日
夜
に
は
積
雪
126㎝
に

お
よ
び
、
実
に
35
年
ぶ
り
の

大
雪
と
な
っ
た
。
本
校
で
は
通

学
困
難
な
状
況
か
ら
十
二
日

（
火
）、
十
三
日
（
水
）、
十
四

日
（
木
）
は
休
校
措
置
を
取
っ

た
。
県
内
各
所
で
は
車
が
立

ち
往
生
し
た
り
、
在
庫
切
れ

に
陥
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
コ
ン
ビ
ニ
が
現
れ
た
り
、

さ
ら
に
は
人
命
に
関
わ
る
事

故
も
相
次
い
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
・
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
を
振
り
返
る

　

福
祉
用
具
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
中
邑
早
希

さ
ん
（
34
Ｈ
）
が
富
山
県
知

事
賞
を
受
賞
し
、
小
林
結
那

さ
ん
（
34
Ｈ
）
が
入
賞
し
た
。

中
邑　

早
希
さ
ん（
34
Ｈ
）

コ
メ
ン
ト

　

詐
欺
防
止
テ
レ
フ
ォ
ン
は
、

増
加
す
る
特
殊
詐
欺
の
被
害

か
ら
高
齢
者
を
守
り
た
い
と
い

う
思
い
を
き
っ
か
け
に
考
え
ま

し
た
。
特
徴
は
二
つ
あ
り
、
一

つ
目
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
本
人
一
致

率
が
分
析
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
電
話
口
の
声
を
認

識
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
の

で
、
事
前
に
電
話
に
身
内
の
声

を
登
録
し
、
電
話
の
相
手
が
身

内
か
ど
う
か
確
か
め
た
い
時
に

こ
の
機
能
を
使
い
ま
す
。
二
つ

目
は
字
幕
機
能
で
す
。
相
手
の

話
し
た
こ
と
が
モ
ニ
タ
ー
に
表

示
さ
れ
る
の
で
、
耳
の
調
子
が

悪
い
人
で
も
通
話
を
楽
し
め
ま

す
。
福
祉
コ
ー
ス
で
培
っ
た「
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考

え
る
」
姿
勢
を
今
後
も
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

郷
土
芸
能
部
引
退
公
演

郷
土
芸
能
部
引
退
公
演

高
啼
く
理
想
　道
を
拓
か
ん

郷
土
芸
能
部
引
退
公
演

福
祉
用
具

　ア
イ
デ
ア

　
　コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　受
賞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

駅
高
架
橋
清
掃

　

八
月
一
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
の
部
員
が
集
っ
て
、Ｊ
Ｒ
越

中
八
尾
駅
周
辺
に
お
い
て
高
架

橋
を
中
心
と
し
た
駅
周
辺
の

清
掃
活
動
に
参
加
し
た
。
ま

た
、
本
校
か
ら
駅
へ
の
通
学
路

の
ご
み
拾
い
も
実
施
し
た
。
普

段
何
気
な
く
利
用
す
る
場
所

も
、
意
識
し
て
み
る
と
汚
れ
や

ご
み
の
量
に
驚
か
さ
れ
る
。
高

架
橋
は
高
圧
洗
浄
機
を
用
い

て
の
清
掃
。
汚
れ
が
落
ち
て
い

く
様
子
が
は
っ
き
り
と
目
に
見

え
る
た
め
、達
成
感
は
格
別
だ
。

部
長
の
23
Ｈ
南
綾
夏
さ
ん
は
、

八
尾
の
地
域
を
大
切
に
、
こ
の

地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
に

来
年
度
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
語
っ
た
。
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一
学
年地

域
学
習

　

十
月
二
十
一
日
、校
内
球
技

大
会
が
行
わ
れ
た
。今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
競
技
ご
と
に
各
会
場
に

分
か
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

様
々
な
活
動
が
中
止
と
な
る

中
で
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、

生
徒
に
と
っ
て
は
心
待
ち
に
し

て
い
た
行
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

生
徒
は
全
力
で
プ
レ
ー
し
、笑

顔
が
溢
れ
て
い
た
。「
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
し
て
、健
康
の
維
持

増
進
を
図
る
。チ
ー
ム
や
ク
ラ

ス
の
団
結
を
通
し
て
、生
徒
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
。」と
い
う

今
大
会
の
目
的
は
十
分
に
果

た
さ
れ
た
。各
競
技
の
結
果
は

次
の
と
お
り
。

　

二
〇
二
一
年
度
前
期
生
徒
会

長
選
挙
は
杉
原
唯
奈
会
長
（
23

Ｈ
）
が
無
競
争
で
信
任
さ
れ

た
。
杉
原
会
長
は
一
九
年
度
後

期
か
ら
執
行
部
に
所
属
し
、
副

会
長
の
経
験
も
活
か
し
、
生
徒

の
意
見
を
中
心
に
活
動
で
き
る

よ
う
、
意
見
箱
の
増
設
、
ま
た
、

感
染
予
防
を
徹
底
し
、
二
一
年

　

卒
業
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
晴
れ

の
日
の
紙
面
に
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
、
協
力
頂
い
た
生
徒
の

皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

度
こ
そ
は
体
育
大
会
を
実
行

す
る
こ
と
を
訴
え
、
多
数
の
支

持
を
得
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

十
二
月
二
十
四
日
に
は
杉
原
会

長
の
認
証
式
が
、
一
月
八
日
に

は
副
会
長
、
書
記
、
会
計
の
七

名
執
行
部
役
員
の
任
命
式
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
新
執
行

部
は
、
新
し
く
掲
示
板
を
設
置

し
、
よ
り
多
く
の
人
に
八
尾
高

校
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
意

欲
的
で
あ
る
。
前
期
生
徒
会
執

行
部
役
員
、
各
種
委
員
会
の

委
員
長
は
次
の
と
お
り
。
生
徒

会
執
行
部
役
員
の
任
期
は
六
月

末
日
ま
で
、
各
種
委
員
会
の
委

員
長
の
任
期
は
三
月
末
日
ま
で

と
な
り
、
四
月
か
ら
は
新
た
な

委
員
長
が
選
任
さ
れ
る
。

▽
総
合

　

優
勝
：
33
Ｈ　
次
勝
：
22
Ｈ

　

三
位
：
32
Ｈ

▽
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

一
位
：
23
Ｈ　
二
位
：
32
Ｈ

　

三
位
：
13
Ｈ

▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

　

一
位
：
11
Ｈ　
二
位
：
24
Ｈ

　

三
位
：
34
Ｈ

▽
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

　

一
位
：
32
Ｈ　
二
位
：
22
Ｈ

　

三
位
：
31
Ｈ

▽
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

　

一
位
：
14
Ｈ　
二
位
：
13
Ｈ

　

三
位
：
31
Ｈ

▽
男
子
卓
球

　

一
位
：
21
Ｈ　
二
位
：
34
Ｈ

　

三
位
：
14
Ｈ

編
集
後
記

2021年度前期生徒会執行部発足
　杉原唯奈会長（23Ｈ）就任

７名の執行部役員に任命状

ボ
ー
ト
部

　

ボ
ー
ト
部
は
県
高
校
総
体

の
代
替
大
会
と
な
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
二
〇
二
〇
高
等
学
校
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
に
お
い
て
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
大
郷
海

君（
21
Ｈ
）・古
川
聖
馬
君（
21
Ｈ
）

ペ
ア
が
一
位
、男
子
舵
付
き
ク
ォ

ド
ル
プ
ル
で
田
口
柊
陽
君
（
32

Ｈ
）、
福
田
風
侍
君
（
34
Ｈ
）、

村
上
泰
雅
君
（
21
Ｈ
）、
塚
本

陽
太
君
（
23
Ｈ
）、
深
山
玄
樹

君
（
23
Ｈ
）
が
一
位
、
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た
佐

藤
柊
弥
君
（
32
Ｈ
）
が
三
位
を

受
賞
し
た
。
女
子
で
は
舵
付
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
出
場
し
た
幸

村
成
珠
さ
ん
（
33
Ｈ
）、
藤
田

蘭
さ
ん
（
24
Ｈ
）、
藤
谷
愛
華

さ
ん
（
24
Ｈ
）、
下
田
羽
音
さ

ん
（
34
Ｈ
）、
中
邑
早
希
さ
ん

（
34
Ｈ
）
が
一
位
、
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ル
に
出
場
し
た
桐
山
希
さ
ん

（
22
Ｈ
）
が
二
位
を
受
賞
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
の
成
績
に
よ

り
、
田
口
君
、
福
田
君
、
村
上

君
、
塚
本
君
、
深
山
君
、
大
郷

君
、
古
川
君
、
幸
村
さ
ん
、
藤

田
さ
ん
、藤
谷
さ
ん
、下
田
さ
ん
、

中
邑
さ
ん
の
十
二
名
が
文
部
科

学
大
臣
特
別
賞
を
受
賞
し
、
桐

山
希
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

県
高
等
学
校
新
人
選
手
権

大
会
で
は
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
で
塚
本
陽
太
君
、
村
上
泰
雅

君
の
ペ
ア
が
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
で
藤
田
蘭
さ
ん
、
藤
谷
愛

華
さ
ん
の
ペ
ア
が
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
カ
ル
で
桐
山
希
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
一
位
と
な
り
、
男
子

舵
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で
深
山

玄
樹
君
、
古
川
聖
馬
君
、
大

郷
海
君
、
沼
田
悠
太
君
（
21

Ｈ
）、米
田
光
佑
君
（
24
Ｈ
）
が
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
田
知

本
遥
奈
さ
ん
（
11
Ｈ
）
が
そ
れ

ぞ
れ
二
位
を
受
賞
し
た
。

陸
上
競
技
部

　

陸
上
競
技
部
は
県
民
体

育
大
会
少
年
男
子
共
通
五
千

メ
ー
ト
ル
競
歩
で
松
下
侑
磨

君
（
32
Ｈ
）、
少
年
女
子
Ａ
ハ

ン
マ
ー
投
げ
で
平
野
瑠
花
さ
ん

（
21
Ｈ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二
位
を
、

少
年
女
子
共
通
や
り
投
げ
で

池
畑
あ
き
穂
さ
ん
（
31
Ｈ
）
が

三
位
を
受
賞
し
た
。
ま
た
少

年
男
子
Ａ
百
メ
ー
ト
ル
で
井
坂

翔
君
（
22
Ｈ
）、
少
年
男
子
共

通
五
千
メ
ー
ト
ル
競
歩
で
本
田

啓
介
君
（
21
Ｈ
）
が
そ
れ
ぞ
れ

六
位
に
、
少
年
男
子
Ｂ
走
り

幅
跳
び
で
荻
原
佑
成
君（
14
Ｈ
）

が
八
位
に
入
賞
し
た
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
二
〇
二
〇
高

等
学
校
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

に
お
い
て
は
、
男
子
五
千
メ
ー

ト
ル
競
歩
で
松
下
侑
磨
君
が
、

女
子
や
り
投
げ
で
池
畑
あ
き

穂
さ
ん
が
、
女
子
ハ
ン
マ
ー
投

げ
で
平
野
瑠
花
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
三
位
を
受
賞
し
た
。
ま

た
男
子
五
千
メ
ー
ト
ル
競
歩
で

本
田
啓
介
君
、
女
子
八
百
メ
ー

ト
ル
で
は
藤
田
萌
さ
ん（
21
Ｈ
）

が
そ
れ
ぞ
れ
四
位
に
、
男
子
４

×
100
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
井
坂

翔
君
、
杉
原
健
斗
君
（
31
Ｈ
）、

山
岸
遼
生
君
（
32
Ｈ
）、
森
俊

輔
君
（
32
Ｈ
）
が
八
位
入
賞

を
果
た
し
た
。

　

県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
で
は
、

平
野
瑠
花
さ
ん
が
女
子
ハ
ン

マ
ー
投
げ
で
一
位
、
男
子
五
千

メ
ー
ト
ル
Ｗ
で
本
田
啓
介
君

が
、
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル
で
藤

田
萌
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
四
位
、

男
子
百
メ
ー
ト
ル
と
男
子
二
百

メ
ー
ト
ル
で
井
坂
翔
君
が
そ
れ

ぞ
れ
五
位
に
入
賞
し
た
。な
お
、

藤
田
萌
さ
ん
と
平
野
瑠
花
さ

ん
は
第
25
回
北
信
越
高
等
学

校
新
人
陸
上
競
技
大
会
に
駒

を
進
め
、
平
野
さ
ん
は
七
位
入

賞
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
富
山

地
区
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
三
位
を

受
賞
し
た
。

吹
奏
楽
部

　

吹
奏
楽
部
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催

さ
れ
た
第
44
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
で
文
化
連
盟
賞
を

受
賞
し
た
。

　

第
42
回
富
山
地
区
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
打
楽

器
六
重
奏
で
井
板
希
美
さ
ん

ク
ラ
ス

一
致
団
結

ク
ラ
ス

一
致
団
結

2021年度前期生徒会執行部発足
　杉原唯奈会長（23Ｈ）就任

７名の執行部役員に任命状

陸上競技部（３年生）

「
曳
山
」「
八
尾
町
の
養
蚕
」「
八

尾
町
の
現
状
と
課
題
」
の
八

つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
八
尾

町
の
歴
史
な
ど
を
学
習
し
た
。

十
一
月
五
日
に
は
八
尾
町
旧

町
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
、後
日
、事
前
学
習
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
調
べ
た
内
容
を

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表

し
た
。
事
前
学
習
か
ら
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
の
活
動

を
通
し
て
班
の
仲
間
と
の
絆
を

深
め
、
地
域
学
習
の
目
的
で
あ

る
「
仲
間
と
協
力
し
て
課
題

を
解
決
し
、
郷
土
を
愛
す
る

心
を
育
む
」
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

（
24
Ｈ
），
大
松
陽
菜
さ
ん
（
24

Ｈ
）、
有
井
那
奈
美
さ
ん
（
24

Ｈ
）、
茗
ヶ
原
龍
人
君
（
14
Ｈ
）、

白
石
一
蕗
君
（
11
Ｈ
）、
津
田

紳
吾
君
（
14
Ｈ
）
が
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
四
重
奏
で
谷
畑
步
季
君

（
22
Ｈ
）、
酒
井
陽
菜
さ
ん
（
24

Ｈ
）、
加
藤
未
佳
さ
ん
（
21
Ｈ
）、

桐
井
星
七
さ
ん
（
14
Ｈ
）
が
金

賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
フ
ル
ー

ト
三
重
奏
で
は
今
井
汐
音
さ
ん

（
13
Ｈ
）、
三
好
咲
妃
さ
ん
（
14

Ｈ
）、古
川
主
馬
君
（
22
Ｈ
）
が
、

金
管
八
重
奏
で
は
後
藤
千
彬定期公演

さ
ん
（
24
Ｈ
）、
中
村
優
羽
さ

ん
（
24
Ｈ
）、
西
村
千
陽
さ
ん

（
23
Ｈ
）、
四
十
住
和
花
さ
ん

（
24
Ｈ
）、奥
田
陽
日
君
（
22
Ｈ
）、

藤
井
美
来
さ
ん
（
23
Ｈ
）、
大

場
千
優
梨
さ
ん
（
21
Ｈ
）、
竹

部
春
花
さ
ん
（
24
Ｈ
）
が
銀
賞

を
受
賞
し
た
。

美
術
部

　

第
45
回
富
山
県
青
少
年
美

術
展
で
は
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
小

林
将
大
君
（
32
Ｈ
）、
柳
瀬
優

行
君
（
34
Ｈ
）、
西
田
朱
里
さ

ん
（
34
Ｈ
）、
坂
上
結
衣
さ
ん

（
22
Ｈ
）、
杉
政
壱
佳
君
（
23

Ｈ
）、中
村
時
乃
さ
ん
（
23
Ｈ
）、

山
本
来
幸
さ
ん
（
23
Ｈ
）、
為

井
大
和
君
（
11
Ｈ
）
が
、
絵

画
部
門
で
福
島
あ
か
り
さ
ん

（
33
Ｈ
）、
大
久
保
雲
雀
さ
ん

（
14
Ｈ
）
が
、
彫
刻
部
門
で
安

田
悠
汰
君
（
22
Ｈ
）、
中
島
拓

望
君
（
22
Ｈ
）
が
、
写
真
部

門
で
東
映
里
奈
さ
ん
（
23
Ｈ
）

が
そ
れ
ぞ
れ
入
選
し
た
。

　

高
校
生
ク
リ
エ
ー
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
二
〇
二
〇
で
は
イ
ラ
ス

ト
部
門
に
出
展
し
た
谷
井
風

姫
さ
ん
（
24
Ｈ
）
が
佳
作
、
為

井
大
和
君
、
濱
野
稀
羽
さ
ん

（
13
Ｈ
）、
大
久
保
雲
雀
さ
ん
、

稲
守
佑
佳
さ
ん
（
21
Ｈ
）、
坂

上
結
衣
さ
ん
、中
村
時
乃
さ
ん
、

林
真
琴
さ
ん
（
23
Ｈ
）、
山
本

来
幸
さ
ん
、
野
澤
世
莉
さ
ん

（
24
Ｈ
）
が
入
選
し
た
。

郷
土
芸
能
部

　

第
32
回
富
山
県
高
等
学
校

文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

演
劇
部

　

演
劇
部
は
新
川
・
富
山
地

区
高
等
学
校
演
劇
研
究
発
表

会
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
富
山
県
高
等
学
校
演
劇

研
究
協
議
会
で
砂
山
依
智
花

さ
ん
（
24
Ｈ
）
が
創
作
脚
本

賞
を
受
賞
し
た
。

書
道
部

　

第
44
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
で
川
合
真
央
さ
ん

（
22
Ｈ
）
が
文
化
連
盟
賞
を
受

賞
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ

　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
二
〇
二
〇

高
等
学
校
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
に
お
い
て
、
男
子
バ
ン
タ
ム

級
に
出
場
し
た
黒
田
晃
佑
君

（
34
Ｈ
）
が
文
部
科
学
大
臣
特

別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

ほ
か
美
術
の
授
業
を
受
講

し
て
い
る
盛
田
結
子
さ
ん
（
23

Ｈ
）
は
第
20
回
北
陸
三
県
絵

画
／
デ
ザ
イ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

選
手
権
で
特
別
賞
を
受
賞
し
、

高
校
生
ク
リ
エ
ー
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
二
〇
二
〇
の
イ
ラ
ス
ト
部

門
で
も
入
選
し
た
。

全
国
大
会
中
止
、独
自
大
会
で
成
果
を
収
め
る

全
国
大
会
中
止
、独
自
大
会
で
成
果
を
収
め
る

　

第
一
学
年
職
業
研
究
会
が
九

月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
。教
育
、

情
報
、
公
務
員
、
医
療
、
国

際
、
サ
ー
ビ
ス
の
六
分
野
の
企

業
や
公
共
機
関
で
活
躍
し
て
い

る
八
尾
高
校
卒
業
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
方
や
専
門
員
の
方
が
来
校

し
た
。
講
義
で
は
普
段
の
仕
事

内
容
や
そ
の
職
業
に
就
く
に
は

ど
の
よ
う
な
進
路
に
進
め
ば
よ

い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
社

会
貢
献
の
意
義
や
社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
な
ど
に
触
れ
、

今
後
の
学

生
生
活
に

す
べ
き
こ

と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
も

ら
っ
た
。
近

年
の
若
年

層
に
お
け

　
一・二
年
生
を
対
象
と
し
た

学
部
学
科
研
究
会
が
十
二
月

十
八
日
に
行
わ
れ
た
。
人
文
科

学
、社
会
科
学
、教
育
、理
工
学
、

医
療
の
五
分
野
か
ら
計
十
二
講

座
が
開
講
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
を
専
門
に
研
究
し
て
い

る
大
学
の
教
授
を
講
師
に
招
い

た
。
実
際
の
大
学
の
講
義
と
同

じ
よ
う
に
一
時
間
に
渡
っ
て
講

義
を
受
け
る
こ
と
で
、
生
徒
は

さ
ら
に
興
味
関
心
が
深
ま
り
、

今
後
の
進
路
選
択
の
幅
を
広

げ
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。

職
業
研
究
会

　
一
学
年
総
合
的
な
探
求
の
時

間
で
は
、
各
ク
ラ
ス
で
「
八
尾

町
の
歴
史
」「
八
尾
和
紙
」「
八

尾
町
寺
社
」「
お
わ
ら
風
の
盆
」

学
部
学
科

　

　
　研
究
会

一
学
年

 

地
域
学
習

2021年度前期生徒会役員
生徒会執行部

生徒会長 杉原　唯奈（２３H）
副会長 田中　輝翔（２１H）

高畠　龍斗（１４H）
書　記 末永　亜咲（２２H）

髙畑　萌夏（１１H）
会　計 小林　直暉（２３H）

大島　弓芽（１１H）
各種委員会（2020年度後期）
ＨＲ運営委員長 栃澤梨里佳（２４H）
体育委員長 平野　瑠花（２１H）
環境美化委員長 四十住和花（２４H）
保健委員長 小林　直暉（２３H）
図書委員長 中村　時乃（２３H）
校風委員長 村上　泰雅（２１H）
高啼編集委員長 浅井　愛果（２４H）
選挙管理委員長 藤田　　萌（２１H）
新聞編集委員長 土井　麻緒（２４H）

▽
女
子
卓
球　

　

一
位
：
33
Ｈ　
二
位
：
22
Ｈ

　

三
位
：
23
Ｈ

▽
男
子
サ
ッ
カ
ー

　

一
位
：
31
Ｈ　
二
位
：
22
Ｈ

　

三
位
：
21
Ｈ

▽
女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　

一
位
：
33
Ｈ　
二
位
：
12
Ｈ

　

三
位
：
21
Ｈ

　

二
年
生
が
総
合
の
時
間
を

活
用
し
、計
三
回
に
わ
た
っ
て
、

主
権
者
教
育
を
行
っ
た
。
一
回

目
は
、
民
主
主
義
・
政
治
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
、
二
回
目

は
、投
票
率・選
挙
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
真
剣

に
学
習
し
た
。
そ
し
て
三
回

目
は
、
富

山
県
の
選

挙
管
理

委
員
会

の
方
々
を

講
師
に

招
き
、
選

る
勤
労
意
識
の
低
下
、
早
期
離

職
の
増
加
の
現
状
を
踏
ま
え
、

働
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
十
一
月
の

文
理
コ
ー
ス
選
択
に
向
け
て
充

実
し
た
講
義
と
な
っ
た
。

挙
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
さ
ら

に
詳
し
く
学
ん
だ
。
そ
の
後
、

「
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る
た

め
に
は
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
模

擬
選
挙
を
行
っ
た
。
各
ク
ラ
ス

の
代
表
が
演
説
を
行
い
、
実

際
に
選
挙
で
使
用
さ
れ
る
投

票
箱
等
を
使
い
、
一
人
一
人
が

一
票
を
投
じ
た
。「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
投
票
を
可
能
と

す
る
」
と
い
っ
た
考
え
を
熱
く

主
張
し
た
24
Ｈ
の
野
澤
世
莉
・

竹
部
春
花
ペ
ア
が
多
く
の
支

持
を
集
め
、
当
選
し
た
。
一
人

一
人
が
選
挙
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
話
し
合
う
姿
が
印
象
的

な
時
間
で
あ
っ
た
。

主
権
者
教
育


